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（６）外来種の駆除 

地域における生態系保全のため、外来の魚類等の生物を駆除する活動を行うこ

と。 

 

 
 
【活動のねらい】 

地域に以前から見られた生態系は、何らかの人為によって地域や生態系の外から導入された

種（外来種）によって大きな影響を受け、生態系の質が変わったり、多様さが失われたりしま

す。このような影響を低減するため、外来の魚類等の生物を駆除することは大切な活動です。 

 

【活動の内容】 

外来種はできるだけ駆除することとします。その方法には、魚では、漁具による捕獲、繁殖

抑制、ため池等の水抜き等があります。植物の場合は、時期を変えて数回刈り取ることが効果

的です。 

なお、農村地域によく見られる外来種として、通称ブラックバス、ブルーギル、ホテイアオ

イ等があげられます。 

 ・通称ブラックバス（特定外来生物） 

成魚の全長 30～50cm。上あごの後
端が眼の後縁の直下よりも後方に達す

るものがオオクチバス、達しないもの

がコクチバスと呼ばれます。体側から

背にかけて不規則な暗斑があり、腹側

は黄味を帯びた白色を示します。湖沼

やため池、河川の中下流域に生息しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ブルーギル（特定外来生物） 

生魚の全長 25cm。生後約 1 年目ま
での幼魚では体形がやや細く、体側に

は 7～10 本の暗色横帯があります。成
長するにつれ体高が高くなり体色は濃

灰褐色から暗褐色に黒ずみ、横帯はや

や不明瞭になってきます。雌雄ともに

鰓蓋後端のやや突出した部分が濃紺～

黒を示します。 
 湖沼やため池、堀、公園の池等に生

息し、湖では主に沿岸帯の水生植物帯

に、河川でも主に流れの緩やかな水草

帯に生息します。河川の護岸や人工漁

礁にもよく集まり、小型魚は小さな隙

間のある構造物を、大型魚は大きな隙

間のある構造物を好むとされていま

す。 
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・ホテイアオイ（要注意外来生物） 

葉の付け根が大きくふくれて水に浮く。暖地の溝や

水田、池等に生育し、水温が高く、富栄養化が進んだ

ところで多く発生します。7～8月に薄紫色の花を咲か

せます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・セイタカアワダチソウ（要注意外来生物） 

都市近郊の空き地や荒地、道端、土手や河川敷等に多く

生える。名前のように背が高くなり、ときには３メートル

近くにもおよびます。秋にはいっせいに黄色い花をつけ、

よく目立ちます。 

 

 

 ・スクミリンゴガイ（要注意外来生物） 
俗称ジャンボタニシ。南米原産で、比較

的あたたかい止水域に生息します。春～夏

にかけて水上の植物体や水路壁に紅色の卵

を塊で産みます。排水路等の止水を好み、

家庭排水等が入っている比較的水深の浅い

水域にも生息しています。 

水田では田植え後の2～3週間ほどの間

に、稲に被害を与えることが知られ、湛水

直播水田では被害が大きいとされていま

す。 

 

 

 

 

 

 

【配慮事項】 

・活動にあたっては、駆除による在来生物への影響や効率的な駆除方法等について、行政機関

や専門家に指導を得ることが必要です。 

・魚類等の水生生物の駆除は、漁業関係者と連携を取りながら実施することが大切です。 

・ため池の水抜きが魚類、甲殻類、両生類、昆虫類、植物等に与える影響は多大なため、実施

に当たっては在来生物への配慮が必要です。 

・駆除の対象種としては、「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」（外

来生物法）で特定外来生物とされた種や環境省が公表している要注意外来生物等が考えられ
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ます。ただし、特定外来生物については、外来生物法により運搬・保管が禁止されているこ

とに注意することが必要です。効率的で効果的な駆除のため、以下のホームページを参照し

ます。 

http://www.env.go.jp/nature/intro/7boujyo.html 

 

特定外来生物一覧表（平成 18 年 9 月 1日時点） 

分類群 種 類  種類数 

哺乳類 タイワンザル、カニクイザル、アカゲザル、アライグマ、カニクイアライ

グマ、ジャワマングース、クリハラリス（タイワンリス含む）、トウブハ

イイロリス、ヌートリア、フクロギツネ、キョン、ハリネズミ属、タイリ

クモモンガ、キタリス、マスクラット、アメリカミンク、アキシスジカ

属、シカ属（在来種を除く）、ダマシカ属、シフゾウ 

20 種類

鳥類 ガビチョウ、カオグロガビチョウ、カオジロガビチョウ、ソウシチョウ 4 種類

爬虫類 カミツキガメ、グリーンアノール、ブラウンアノール、ミナミオオガシ

ラ、タイワンスジオ、タイワンハブ  

6 種類

両生類 オオヒキガエル、キューバアマガエル、コキーコヤスガエル、ウシガエ

ル、シロアゴガエル  

5 種類

魚類 オオクチバス、コクチバス、ブルーギル、チャネルキャットフィッシュ、

ノーザンパイク、マスキーパイク、カダヤシ、ホワイトバス、スプライプ

トバス、ヨーロピアンパーチ、パイクパーチ、ケツギョ、コウライケツギ

ョ  

13 種類

昆虫類 ヒアリ、アカカミアリ、アルゼンチンアリ、テナガコガネ属、クモテナガ

コガネ属、ヒメテナガコガネ属、コカミアリ、セイヨウオオマルハナバチ

8種類

無脊椎

動物 

ゴケグモ属のうち４種（セアカゴケグモ、ハイイロゴケグモ、ジュウサン

ボシゴケグモ、クロゴケグモ）、イトグモ属のうち３種、ジョウゴグモ科

のうち２属全種、キョクトウサソリ科全種、アトラクス属、ウチダザリガ

ニ、ラスティークレイフィッシュ、ケラクス属、モクズガニ属（チュウゴ

クモクズガニ）、カワヒバリガイ属、クワッガガイ、カワホトトギスガ

イ、ヤマヒタチオビ、ニューギニアヤリガタリクウズムシ 

15 種類

植物 ナガエツルノゲイトウ、ブラジルチドメグサ、ミズヒマワリ、ボタンウキ

クサ、アゾラ・クリスタータ、オオキンケイギク、オオハンゴンソウ、ナ

ルトサワギク、アレチウリ、オオフサモ、スパルティナ・アングリカ、オ

オカワヂシャ 

12 種類

合計 - 計 83 種類
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要注意外来生物一覧表（環境省公表資料） 

分類群  種 類  

哺乳類 ｼﾏﾘｽ、ﾌｪﾚｯﾄ､ﾘｽｻﾞﾙ 

鳥類 ｲﾝﾄﾞｸｼﾞｬｸ､外国産ｸｼﾞｬｸ(ﾊｲﾊﾞﾗﾒｼﾞﾛ、ﾋﾒﾒｼﾞﾛ等)、ｷｸﾁﾒｼﾞﾛ(外国産ﾒｼﾞﾛ)、ｸｼﾞｬｸ(ｲﾝﾄﾞｸｼﾞｬ
ｸ)､ｸﾛｴﾘｾｲﾀｶｼｷﾞ､ｸﾛｺｳﾗｳﾝ(ｼﾘｱｶﾋﾖﾄﾞﾘ)､ｺﾘﾝｳｽﾞﾗ､ｼｼﾞｭｳｶﾗｶﾞﾝ大型亜種､ｼﾘｱｶｺｳﾗｳﾗﾝ(ｼﾘｱｶﾋﾖﾄﾞ
ﾘ)､ｼﾘｱｶﾋﾖﾄﾞﾘ､ﾊｲﾅﾝﾒｼﾞﾛ(外国産ﾒｼﾞﾛ)､ﾌｨﾘﾋﾟﾝﾒｼﾞﾛ(外国産ﾒｼﾞﾛ) 

爬虫類 ｱｶﾐﾐｶﾞﾒ､ｱﾒﾘｶｽｯﾎﾟﾝ属全種､ｷﾊﾞﾗｶﾞﾒ(ｱｶﾐﾐｶﾞﾒ)､ｸｰﾀｰｶﾞﾒ(ｱｶﾊﾗｶﾞﾒ)属全種､ｸﾞﾘｰﾝｲｸﾞｱﾅ､ｺﾝｷﾝﾅ
ﾇﾏｶﾞﾒ(ｸｰﾀｰｶﾞﾒ(ｱｶﾊﾗｶﾞﾒ)属)､ｻﾋﾞｰﾝﾁｽﾞｶﾞﾒ(ﾁｽﾞｶﾞﾒ属の 3種)､ﾁｽﾞｶﾞﾒ属の 3種､ﾁｭｳｺﾞｸｽｯﾎﾟ
ﾝ､ﾄｹﾞｽｯﾎﾟﾝ(ｱﾒﾘｶｽｯﾎﾟﾝ属)､ﾆｾﾁｽﾞｶﾞﾒ(ﾁｽﾞｶﾞﾒ属の 3種)､ﾊﾅｶﾞﾒ､ﾋｮｳﾓﾝﾄｶｹﾞﾓﾄﾞｷ､ﾌﾄﾏﾕﾁｽﾞｶﾞﾒ
(ﾁｽﾞｶﾞﾒ属の 3種)､ﾌﾛﾘﾀﾞｱｶﾊﾗｶﾞﾒ(ｸｰﾀｰｶﾞﾒ(ｱｶﾊﾗｶﾞﾒ)属)､ﾌﾛﾘﾀﾞｽｯﾎﾟﾝ(ｱﾒﾘｶｽｯﾎﾟﾝ属)､ﾐｼｼｯﾋﾟ
ｱｶﾐﾐｶﾞﾒ(ｱｶﾐﾐｶﾞﾒ)､ﾐｼｼｯﾋﾟﾁｽﾞｶﾞﾒ(ﾁｽﾞｶﾞﾒ属の 3種) 

両生類 ｱﾌﾘｶﾂﾒｶﾞｴﾙ､ﾋｷｶﾞｴﾙ属の 5種 

魚類 ｱｵｳｵ､ｳｫｰｷﾝｸﾞｷｬｯﾄﾌｨｯｼｭ､ｵｵﾀﾅｺﾞ､ｶﾑﾙﾁｰ､ｶﾗﾄﾞｼﾞｮｳ､ｶﾜｽｽﾞﾒ､ｶﾜﾏｽ､ｸﾞｯﾋﾟｰ､ｸﾗﾗ(ｳｫｰｷﾝｸﾞｷｬｯﾄﾌｨ
ｯｼｭ)､ｺｳﾀｲ､ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝﾊﾟｰﾁ､ｿｳｷﾞｮ､ﾀｲﾘｸｽｽﾞｷ､ﾀｲﾘｸﾊﾞﾗﾀﾅｺﾞ､ﾀｲﾜﾝﾄﾞｼﾞｮｳ､ﾅｲﾙﾃｨﾗﾋﾟｱ､ﾅｲﾙﾊﾟｰﾁ､ﾆ
ｼﾞﾏｽ､ﾌﾞﾗｳﾝﾄﾗｳﾄ､ﾏｰﾚｰｺｯﾄﾞ､ﾏﾀﾞﾗﾛﾘｶﾘｱ､ﾖｰﾛｯﾊﾟﾅﾏｽﾞ､ﾚｲﾝﾎﾞｰﾄﾗｳﾄ(ﾆｼﾞﾏｽ) 

昆虫類 ｱｶﾎﾞｼｺﾞﾏﾀﾞﾗ､ｱﾌﾘｶﾐﾂﾊﾞﾁとその交雑個体群(ｱﾌﾘｶｶﾐﾂﾊﾞﾁ)､ｸﾜｶﾞﾀﾑｼ科､ｻｶｲｼﾛﾃﾝﾊﾅﾑｸﾞﾘ､ﾁｬｲﾛﾈｯ
ﾀｲｽｽﾞﾊﾞﾁ､ﾅﾝﾖｳﾁﾋﾞｱｼﾅｶﾞﾊﾞﾁ､ﾎｿｵｱｹﾞﾊ(ﾎｿｵﾁｮｳ)ﾎｿｵﾁｮｳ 

無脊椎動
物 

ｱｯﾌﾟﾙｽﾈｰﾙ(ｽｸﾐﾘﾝｺﾞｶﾞｲ)､ｱﾌﾘｶﾏｲﾏｲ､ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ､ｲｶﾞｲﾀﾞﾏｼ､ｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ､ｶﾆﾔﾄﾞﾘｶﾝｻﾞｼ､ｶﾈﾂｹｼｼﾞﾐ
(ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ種群)､ｶﾗﾑｼﾛ､ｺｳﾛｴﾝｶﾜﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ､ｼﾅﾊﾏｸﾞﾘ､ｽｸﾐﾘﾝｺﾞｶﾞｲ､ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ種群､ﾀﾃｼﾞﾏﾌｼﾞﾂﾎﾞ､
ﾁﾁｭｳｶｲﾐﾄﾞﾘｶﾞﾆ､ﾐﾄﾞﾘｲｶﾞｲ､ﾑｰﾙ貝(ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ)､ﾑﾈﾐｵﾌﾟｼｽ･ﾚｲﾃﾞｨ(ﾂﾉｸﾗｹﾞﾉ一種)､ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ､ﾔﾄﾞｶ
ﾘｶﾝｻﾞｼ(ｶﾆﾔﾄﾞﾘｶﾝｻﾞｼ)､ﾖｰﾛｯﾊﾟﾐﾄﾞﾘｶﾞﾆ 

植物 ｱｶｷﾅﾉｷ､ｱｶﾂﾕ(ｻﾝｼｮｳﾓﾄﾞｷ)､ｱｶﾐﾀﾝﾎﾟﾎﾟ(外来ﾀﾝﾎﾟﾎﾟ種群)､ｱﾅｶﾘｽ(ｵｵｶﾅﾀﾞﾓ)､ｱﾒﾘｶｵﾆｱｻﾞﾐ､ｱﾒﾘｶｸ
ｻﾉﾎﾞﾀﾝ､ｱﾒﾘｶｼｵﾝ(ﾈﾊﾞﾘﾉｷﾞｸ)､ｱﾒﾘｶｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ､ｱﾒﾘｶﾁｮｳｾﾝｱｻｶﾞｵ(ﾁｮｳｾﾝｱｻｶﾞｵ属)､ｱﾒﾘｶﾈﾅｼｶｽﾞﾗ､ｱ
ﾒﾘｶﾊﾏｸﾞﾙﾏ､ｱﾒﾘｶﾐｽﾞﾕｷﾉｼﾀ､ｱﾚﾁﾅｽﾋﾞ(ﾜﾙﾅｽﾋﾞ)､ｲﾀﾁﾊｷﾞ､ｲﾀﾘｱﾝﾗｲｸﾞﾗｽ(ﾈｽﾞﾐﾑｷﾞ)､ｲﾁｺﾞｸﾞｱﾊﾞ(ﾃﾘﾊ
ﾊﾞﾝｼﾞﾛｳ)､ｲﾁﾋﾞ､ｳｨｰﾋﾟﾝｸﾞ･ﾗﾌﾞｸﾞﾗｽ(ｼﾅﾀﾞﾚｽｽﾞﾒｶﾞﾔ)､ｳｫｰﾀｰﾋﾔｼﾝｽ(ﾎﾃｲｱｵｲ)､ｳﾐﾍﾞﾏﾝﾘｮｳ(ｾｲﾛﾝﾏﾝ
ﾘｮｳ)､ｴｿﾞﾉｷﾞｼｷﾞｼ､ｵｵｱﾚﾁﾉｷﾞｸ､ｵｵｱﾜｶﾞｴﾘ､ｵｵｱﾜﾀﾞﾁｿｳ､ｵｵｵﾅﾓﾐ､ｵｵｶﾅﾀﾞﾓ､ｵｵｻﾝｼｮｳﾓ､ｵｵﾀﾏｶﾞﾔﾂﾘ(ﾒ
ﾘｹﾝｶﾞﾔﾂﾘ)､ｵｰﾁｬｰﾄﾞｸﾞﾗｽ(ｶﾓｶﾞﾔ)､ｵｵﾊﾞﾅｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ(ﾀﾁｱﾜﾕｷｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ)､ｵｵﾊﾞﾅﾁｮｳｾﾝｱｻｶﾞｵ(ﾁｮｳｾﾝ
ｱｻｶﾞｵ属)､ｵｵﾊﾞﾉﾎﾞﾀﾝ､ｵｵﾌﾞﾀｸｻ､ｵｵﾌﾀﾊﾞﾑｸﾞﾗ､ｵｵﾑｶｼﾖﾓｷﾞ(ｵｵｱﾚﾁﾉｷﾞｸ)､ｵﾄﾒｱｾﾞﾅ､ｵﾆｲﾁｺﾞ(ｷﾐﾉﾋﾏﾗ
ﾔｷｲﾁｺﾞ)､ｵﾆｳｼﾉｹｸﾞｻ､ｵﾆﾅｽﾋﾞ(ﾜﾙﾅｽﾋﾞ)､ｵﾌﾟﾝﾃｨｱ･ｽﾄﾘｸﾀ､ｵﾗﾝﾀﾞｶﾞﾗｼ､ｵﾗﾝﾀﾞﾐｽﾞｶﾞﾗｼ(ｵﾗﾝﾀﾞｶﾞﾗ
ｼ)､外来ﾀﾝﾎﾟﾎﾟ種群､ｶｴﾝﾎﾞｸ､ｶﾎﾞﾝﾊﾞ(ﾊｺﾞﾛﾓﾓ)､ｶﾐﾂﾚﾓﾄﾞｷ､ｶﾓｶﾞﾔ､ｶﾕﾌﾟﾃ､ｶﾘﾀﾏｽｽﾞﾒﾉﾋｴ(ｷｼｭｳｽｽﾞ
ﾒﾉﾋｴ)､ｷｷｮｳｶﾀﾊﾞﾐ(ﾑﾗｻｷｶﾀﾊﾞﾐ)､ｷｸｲﾓ､ｷｼｭｳｽｽﾞﾒﾉﾋｴ､ｷｼｮｳﾌﾞ､ｷﾀﾞﾁﾁｮｳｾﾝｱｻｶﾞｵ(ﾁｮｳｾﾝｱｻｶﾞｵ属)､
ｷﾊﾞﾅｼｭｸｼｬ､ｷﾊﾏｽｹﾞ(ｼｮｸﾖｳｶﾞﾔﾂﾘ)､ ｷﾊﾞﾝｼﾞﾛｳ(ﾃﾘﾊﾊﾞﾝｼﾞﾛｳ)､ｷﾐﾉﾋﾏﾗﾔｷｲﾁｺﾞ､ｷﾘｱｻ(ｲﾁﾋﾞ)､ｷﾝｷﾞ
ｮﾓ(金魚藻)(ｵｵｶﾅﾀﾞﾓ)､ｷﾝｷﾞｮﾓ(金魚藻)(ﾊｺﾞﾛﾓﾓ)､ｷﾞﾝｺﾞｳｶﾝ(ｷﾞﾝﾈﾑ)､ｷﾞﾝﾈﾑ､ｸﾞﾘｰﾝｶﾎﾞﾝﾊﾞ(ﾊｺﾞ
ﾛﾓﾓ)､ｸﾞﾘｰﾝﾊﾞｺﾊﾟ(ｵﾄﾒｱｾﾞﾅ)､ｸﾚｿﾝ(ｵﾗﾝﾀﾞｶﾞﾗｼ)､ｸﾛﾊﾞﾅｴﾝｼﾞｭ(ｲﾀﾁﾊｷﾞ)､ｸﾜﾓﾄﾞｷ(ｵｵﾌﾞﾀｸｻ)､ｹﾁｮｳ
ｾﾝｱｻｶﾞｵ(ﾁｮｳｾﾝｱｻｶﾞｵ属)､ｺｶﾅﾀﾞﾓ､ｺﾞｻﾞｲﾊﾞ(ｲﾁﾋﾞ)､ｺｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ､ｺﾀﾞﾁﾁｮｳｾﾝｱｻｶﾞｵ(ﾁｮｳｾﾝｱｻｶﾞｵ
属)､ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ､ｻﾙﾋﾞﾆｱ(ｵｵｻﾝｼｮｳﾓ)､ｻﾝｼｮｳﾓﾄﾞｷ､ｼﾁﾍﾝｹﾞ(ﾗﾝﾀﾅ)､ｼﾅﾀﾞﾚｽｽﾞﾒｶﾞﾔ､ｼﾊﾞﾑｷﾞ､ｼﾞｬｲｱﾝﾄ
ｻｼﾞﾀﾘｱ(ﾅｶﾞﾊﾞｵﾓﾀﾞｶ)､ｼｮｸﾖｳｶﾞﾔﾂﾘ､ｼﾛｶﾐﾂﾚ(ｶﾐﾂﾚﾓﾄﾞｷ)､ｼﾛﾉｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ(ﾀﾁｱﾜﾕｷｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ)､ｽﾄﾛﾍﾞ
ﾘｰ･ｸﾞｱﾊﾞ(ﾃﾘﾊﾊﾞﾝｼﾞﾛｳ)､ｾｲﾀｶｱｷﾉｷﾘﾝｿｳ(ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ)､ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ､ｾｲﾀｶｳｺｷﾞ(ｱﾒﾘｶｾﾝﾀﾞﾝｸﾞ
ｻ)､ｾｲﾖｳｵﾆｱｻﾞﾐ(ｱﾒﾘｶｵﾆｱｻﾞﾐ)､ｾｲﾖｳｻﾝﾀﾞﾝｶ(ﾗﾝﾀﾅ)､ｾｲﾖｳﾀﾝﾎﾟﾎﾟ(外来ﾀﾝﾎﾟﾎﾟ種群)､ｾｲﾖｳﾋﾙｶﾞｵ､
ｾｲﾖｳﾔﾏｶﾞﾗｼ(ﾊﾙｻﾞｷﾔﾏｶﾞﾗｼ)､ｾｲﾛﾝﾏﾝﾘｮｳ､ﾀﾁｱﾜﾕｷｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ､ﾀﾁﾌﾀﾊﾞﾑｸﾞﾗ(ｵｵﾌﾀﾊﾞﾑｸﾞﾗ)､ﾀﾏﾘｸｽ･ﾗﾓ
ｼｯｼﾏ､ﾀﾝﾎﾟﾎﾟﾓﾄﾞｷ(ﾌﾞﾀﾅ)､ﾁﾓｼｰ(ｵｵｱﾜｶﾞｴﾘ)､ﾁｮｳｾﾝｱｻｶﾞｵ属､ﾁｮｳｾﾝﾗｯｶｾｲ(ｼｮｸﾖｳｶﾞﾔﾂﾘ)､ﾂﾉﾐﾁｮｳｾ
ﾝｱｻｶﾞｵ(ﾁｮｳｾﾝｱｻｶﾞｵ属) ﾃｲﾚｷﾞ(ｵﾗﾝﾀﾞｶﾞﾗｼ)､ﾃﾘﾊﾊﾞﾝｼﾞﾛｳ､ﾄｳﾈｽﾞﾐﾓﾁ､ﾄｰﾙﾌｪｽｸ(ｵﾆｳｼﾉｹｸﾞｻ)､ﾄｷﾜ
ﾂﾕｸｻ(ﾉﾊｶﾀｶﾗｸｻ)､ﾄﾞｸﾆﾝｼﾞﾝ､ﾄﾘｺﾛﾙ(ﾄｳﾈｽﾞﾐﾓﾁ)､ﾅｶﾞﾊﾞｵﾓﾀﾞｶ､ﾅﾝﾘｮｳｻｻﾞﾝｸﾛｽ(ｵﾆｳｼﾉｹｸﾞｻ)､ﾆｾｱｶｼ
ｱ(ﾊﾘｴﾝｼﾞｭ)､ﾈｽﾞﾐﾎｿﾑｷﾞ(ﾈｽﾞﾐﾑｷﾞﾄﾎｿﾑｷﾞの中間種)､ﾈｽﾞﾐﾑｷﾞ･ﾎｿﾑｷﾞ､ﾈﾊﾞﾘﾉｷﾞｸ､ﾉﾊｶﾀｶﾗｸｻ､ﾉﾊﾗﾅ
ｽﾋﾞ(ﾜﾙﾅｽﾋﾞ)､ﾊｲｲﾛﾖﾓｷﾞ､ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞﾗｲｸﾞﾗｽ(ﾈｽﾞﾐﾑｷﾞﾄﾎｿﾑｷﾞの種間雑種)、ﾊﾞｺﾊﾟ･ﾓﾝﾆｴﾘ(ｵﾄﾒｱｾﾞ
ﾅ)､ﾊｺﾞﾛﾓﾓ､ﾊﾅｶﾞｶﾞﾌﾞﾀ､ﾊﾞﾅﾅﾌﾟﾗﾝﾄ(ﾊﾅｶﾞｶﾞﾌﾞﾀ)､ﾊﾘｲﾇﾋﾞﾕ(ﾊﾘﾋﾞﾕ)､ﾊﾘｴﾆｼﾀﾞ､ﾊﾘｴﾝｼﾞｭ､ﾊﾘﾋﾞﾕ､ﾊﾙ
ｻﾞｷﾔﾏｶﾞﾗｼ､ﾊﾙｼﾞｵﾝ､ﾊﾙｼｵﾝ(ﾊﾙｼﾞｵﾝ)､ﾊﾙｼﾞｮｵﾝ(ﾊﾙｼﾞｵﾝ)､ﾋﾏﾜﾘﾋﾖﾄﾞﾘ､ﾋﾒｶﾓｼﾞｸﾞｻ(ｼﾊﾞﾑｷﾞ)､ﾋﾒｼﾞｵ
ﾝ(ﾋﾒｼﾞｮｵﾝ)､ﾋﾒｼﾞｮｵﾝ､ﾋﾒﾋﾙｶﾞｵ(ｾｲﾖｳﾋﾙｶﾞｵ)､ﾋﾒﾑｶｼﾖﾓｷﾞ､ﾋﾛﾊｷﾞｼｷﾞｼ(ｴｿﾞﾉｷﾞｼｷﾞｼ)､ﾌｻｼﾞｭﾝｻｲ(ﾊ
ｺﾞﾛﾓﾓ)､ﾌﾞﾀｸｻ､ﾌﾞﾀﾅ､ﾌﾕｶﾞﾗｼ(ﾊﾙｻﾞｷﾔﾏｶﾞﾗｼ)､ﾌﾗﾝｽｶｲｶﾞﾝｼｮｳ､ﾌﾟﾛｿﾋﾟｽ･ｸﾞﾗﾝﾄﾞｩﾛｻ､ﾍﾗｵｵﾊﾞｺ､ﾍﾟﾚ
ﾆｱﾙﾗｲｸﾞﾗｽ(ﾎｿﾑｷﾞ)､ﾎﾞｳﾏ(ｲﾁﾋﾞ)､ﾎｸﾘｮｳ(ｵﾆｳｼﾉｹｸﾞｻ)､ﾎﾃｲｱｵｲ､ﾎﾃｲｿｳ(ﾎﾃｲｱｵｲ)､ﾐｶﾆｱ･ﾐｸﾗﾝｻ､ﾐﾂ
ﾊﾞﾊﾏｸﾞﾙﾏ(ｱﾒﾘｶﾊﾏｸﾞﾙﾏ)､ﾐﾓｻﾞ･ﾋﾟｸﾞﾗ､ﾐﾘｶ･ﾌｧﾔ(ﾓﾚﾗ･ﾌｧﾔ)､ﾑﾗｻｷｶﾀﾊﾞﾐ､ﾒﾏﾂﾖｲｸﾞｻ､ﾒﾘｹﾝｶﾞﾔﾂﾘ､ﾒﾘ
ｹﾝｶﾙｶﾔ､ﾓﾘｼﾏｱｶｼｱ､ﾓﾚﾗ･ﾌｧﾔ､ﾔｾｳﾂﾎﾞ､ﾔﾂﾃﾞｸﾞﾜ､ﾔﾏﾅﾐ(ｵﾆｳｼﾉｹｸﾞｻ)､ﾖｳｼｭﾁｮｳｾﾝｱｻｶﾞｵ(ﾁｮｳｾﾝｱｻｶﾞｵ
属)､ﾗﾝﾀﾅ､ﾘｸﾞｽﾄﾙﾑ･ﾛﾌﾞｽﾄｩﾑ､ﾚｯﾄﾞ･ﾙﾄﾞｳﾞｨｼﾞｱ(ｱﾒﾘｶﾐｽﾞﾕｷﾉｼﾀ)､ﾜﾙﾅｽﾋﾞ 
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計画策定／啓発・普及／  実践活動  
 生態系保全 ／水質保全／景観・生活環境／水田貯留／資源循環 
生息状況／生態系配慮施設／水田生息環境／生物生活史／放流・植栽／  外来種駆除 ／希少種監視 

【外来種の駆除】 

 

～活動例 1～ 

 

・活動対象 

Ｉため池全域 

・活動内容 

Ｉため池周辺は、散居集落や豊かな生態系が現

存する地域であり、大学の研究対象になっていま

した。近年オオクチバスが増えてきたとの情報が

あり、ため池の多様な生き物への悪影響を懸念す

る声が地域で高まりました。 
タモ網による外来生物の駆除 

地元中学校から総合学習の時間に農村環境整備に関連する活動を実施したいとの申し出

があったのをきっかけに、外来魚類の駆除と個体数の確認を実施しました。 

実施に際しては、近隣県で外来魚種の駆除の経験がある大学助教授を中心に学生や地元

の漁協の協力を得ながら、ため池の水位を下げ、タモ網、サデ網等を用いて、オオクチバ

ス・ブルーギルの成魚、稚魚を捕獲しました。在来種への影響が懸念されたため、水を完

全に干しきることができなかったため、作業は大変困難でした。 

・活動時期 

11 月下旬 

・参加者 

農業者（6 人）、非農業者（4 人）、土地改良区（3 人）、国営事業所（1 人）、漁協（5

人）、県（1人）、市町村（1人） 

 

～活動例２～ 

 

・活動対象 

農用地（60ha） 

・活動内容 

セイタカアワダチソウ（キク科アキノキリンソウ属、原産地は北米）が繁殖し

やすい地区内の全ての遊休農地等において、毎年田植え（5 月中旬）後の早い段

階と梅雨明け後の年 2回程度、農業者の共同で刈り取りを行っています。 

・活動時期 

年 2回（5月中旬、7月中旬） 

・参加者 

集落内の農業者 
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